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広報

このイチョウは、豊茂三島神社の社殿右側にある樹齢約400年の雌木です。
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昭和46年3月30日
長浜町大字豊茂

三島神社

目通り 657Z、樹高は約357Zに達しており 、地上約1072の所から枝葉を付けています。特に南側は

よく茂っており、枝も 10~;;:: 以上あ り ます。 4 月頃、若葉とともに小さな花が咲き 、 秋にはたくさんの実

を付けます。

神社仏閣に植えられているイチョウは多いですが、この木のように勢いよく雄大なものはあま り類のな

いものです。



長
浜
町
で
は
、
本
年
六
月
に
、
来
年
四
円
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護

保
険
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
各
ご
家
庭
へ
配
布
し

ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
要
介
護
認
定
の
申
請
受
什
が
始
ま
り
ま
す
f

今
叶
は
、
「
要
介
護
認
定
の
申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利
用
ま
で
」
(
下
回
)

の
内
、
回
の
「
要
介
護
認
定
の
申
請
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
c

事
請
は
1

v

十
月
二
国

役

場

福

祉

課

け

付

付

ま

す

。
申
請
書
に
は
¥
主
治
医
(
か
か
り
つ
け
医
)
名
を

記
入
し
ま
す
。
主
治
医
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
場
合

は
、
町
指
定
の
医
師
に
よ
り
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
申
詰
は
、
本
人
、
家
院
の
他
に
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
友
び
社
会
福
祉
協
議
会
や
介
護
保
険
施
設

等
に
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

。
申
請
受
付
が
開
始
さ
れ
、
指
請
が
一
度
に
集
中
し

ま
す
と
、
十
分
な
審
査
判
定
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
現
に
サ
i
ピ
ス
を
受
け
て
い
る

方
を
先
に
受
け
付
け
し
た
り
、
地
区
割
り
等
の
調
整

を
行
っ
た
り
す
る
予
定
で
す
。

。
要
介
護
認
定
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
申
詰
後
三
十
日
以
内
に
通
知
し
ま
す
の
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利
用

一

。

一

る
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二
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ン

す

二

一

定

、

サ

け

サ

自

-7tL

一

認

ら

な

受

護

H
h
r
一

葦
た
う
を
介
一
一
一
一
口
ワ
く
一

↑
介
げ
よ
ス
わ
い
ス
一
円
九
二

直

百

の

ビ

か

川

川

三

分
髄
臨
時
ツ

E
ビ
累
計
画
館
一
鐸
成

介護認定審査会司

では介護が必要(

かどうかにあわ

せて、 6段階の
要介護度を判定

し、必要なサー

ビスの系色イ寸客頁カず

決まります。

介護保険のサー

ビスは受けら
ませんが、市町
村の介護保険以
外のサービスが
膏げられること
があります。

査



? 

も

「
一
ン
ピ
耳
目
安
で
的
朝
建

翻
棚
田
査
量
供
問
時
騨
関
開
審
査

璽
分
譲
轟
建
病
問
曜
講

訪
問
謂
査
の
際
に
調
査
員
が

書
き
取
っ
て
き
た
事
項

いむ身のヰメ~ I 
i兄などの|
調査の義吉j

果をコン!

ビfューター|

に入力し|

ます。_j

l市町村に申請(
をすると、市|

町村の職員や

市町村から委

託を受けた介!

護支援専門員

(が家庭等を訪

問し、心身の

ヰ夫?兄などの工頁

固について聞!

き取り調査を l

JTいます。 I

プト護イ呆険のサー

ビスを利用する

本人や家族が、

市町村の窓口に|

要介護認定の申

請を行います。

申請は在宅介護

支援センターや!

介護保険の施設!

などにイモ千すして
もらうことが、で

きます。
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八
月
一
日
、
町
民
の
広
場
を
主
会
場
に
、
「
第
三
一
回
な
が
は
ま
赤
橋

夏
ま
つ
一
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

沖
浦
で
は
、
恒
例
の
「
海
水
浴
場
ま
つ
り
」
で
、
海
上
安
全
祈
願
の

御
輿
海
上
渡
御
、
餅
撒
三
、
宝
撒
き
な
ど
が
行
わ
れ
、
家
弘
連
れ
な
ど

訪
れ
た
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
俳
句
大
会
、
環
境
緑
地
で
は
水
着
時
影

会
が
実
施
さ
れ
、
愛
好
者
ら
が
そ
の
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
口
次
第
に

勢
い
を
増
し
た
一
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
民
の
広
場
で
は
、
各
種
山
山

が
立
ち
並
ぶ
中
、
。
×
ゲ
l
ム
や
野
村
チ
ピ
ッ
コ
舞
踊
回
、
長
浜
「
嵐

太
鼓
」
、
大
洲
「
祇
園
太
鼓
」
、
広
見
「
魁
太
鼓
」
な
ど
の
迫
力
あ
る
ス

テ
ー
ジ
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

野村チビッコ舞踊団

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
約
六
百
発
の
打
ち
上
げ
花
火
が
伝
空

を
彩
り
、
来
場
者
ら
は
、
直
一
夏
の
夜
に
操
り
広
げ
ら
れ
る
光
の
シ
ョ
ー

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

長浜[嵐太鼓」

漁船からの餅撒き

戸晶『

且

撒

4-

き

一
大
鯛
一
清
水
ト
キ
エ
(
長
浜
)

一
大
磯
(
海
の
幸
セ
ッ
ト
)
}
明
川
口
洋

行
、
矢
野
敬
幸
、
大
橋
知
史
(
以
上
長

以
)
大
田
和
弥
、
前
川
真
治
(
以
上
ト

担
戒
)
浜
上
忠
泰
(
仁
久
て
一
宮
壮
一
、

坂
本
辰
彦
、
矢
野
陽
介
(
以
上
沖
浦
)

京
敬
士
ス
f

坊
)
池
田
一
流
矢
、
大
野
久

師
、
仲
立
原
さ
っ
き
、
大
塚
光
、
日
野
葵
、

稲
垣
美
骨
一
〆
以
上
松
山
市
)
福
岡
浩
之

(
大
洲
市
」

盛大に行われた宝撒き

大鯛を引き当てた清水さん(左力、ら 4人目)

。
×
ク
イ
ズ

一
一
等
一
下
岡
敦
(
松
山
市
)

{
一
一
等
]
清
ぶ
佳
子
一
屯
…
田
)



大洲「祇園太鼓」

な
い
か
は
ま
赤
構

夏
空
つ
り
俳
句
大
会

広見「魁太鼓」

(
各
賞
の
俳
句
は
、
作
投
句
者
の
俳
句

〈
三
句
〉
の
内
、
高
点
数
の
俳
句
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
愛
媛
新
聞
社

賞
は
、
最
高
点
数
の
俳
句
で
す
)

【
長
浜
町
長
賞
〕

男
よ
り
女
本
気
の
ぷ
喧
嘩

五
十
崎
町
ん
じ
一
ハ
田
柳
子

〔
長
浜
町
議
会
議
長
賞
〕

下
章
魚
の
手
足
つ
っ
ぱ
り
吹
か
れ
を
り

内

子

町

大

島

慧

子

【
長
浜
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
〕

赤
橋
を
施
餓
鬼
の
伯
の
渡
り
行
く

肱

川

町

宮

本

み

つ

こ

〔
長
浜
町
中
央
公
民
館
長
賞
〕

老
鴛
の
自
慢
の
喉
に
聞
き
惚
れ
て

五

十

崎

町

村

上

神

南

子

クイズ入賞者の皆さん(右から 1~5 位)

[
長
浜
町
文
化
協
会
長
賞
]

心
太
島
よ
り
外
の
干
)
と
知
ら
ド
ヲ

五

十

崎

町

松

森

向

陽

子

{
長
浜
町
観
光
協
会
長
賞
〕

帰
省
子
の
先
づ
海
を
見
に
出
て
行
け
り

瀬

戸

町

菊

岡

三

代

千

〔
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
長
賞
】

向
社
ふ
水
夫
の
こ
の
航
汗
光
ヴ
ω

吉

田

町

山

下

朝

海

〔
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
俳
句
大
会

実
行
委
員
会
賞
】

肴
せ
ら
れ
て
ま
た
脱
ぎ
た
る
浴
衣
の
子

曲

立

茂

椅

地

徹

兄
追
ふ
て
走
る
柄
長
の
捕
虫
網

豊

茂

小

西

イ

セ

子

老
い
と
い
ふ
淋
し
さ
を
食
む
冷
奴

占

田

町

清

ぶ

ト

藻

子

ふれあい会館で行われた俳句大会

必
ひ
て
な
お
女
は
ム
ヘ
ー
区
ト
式

大

洲

市

丸

見

え

み

こ

仔
牛
の
毛
杭
く
兄
弟
の
夏
休
み

公

判

官

会

尚

玖

出

張

j

i

}

7

4

l

l

「
仁

iikF

蝉
鳴
け
り
蝉
キ
一
川
村
十
っ
た
る
f

ナ
も
泣
け
り

豊
茂

K
M

川

裕

子

跳
ね
橋
の
は
ね
て
市
の
通
り
け
り

白

滝

都

築

い

ち

子

兄
弟
は
多
い
ほ
ど
よ
し
青
ぶ
ど
う

内

子

町

高

一

時

土

千

子

叫
し
ぐ
れ
一
つ
新
た
に
鳴
き
始
む

五

十

崎

町

上

阿

て

る

し

げ

心
太
食
ぶ
に
作
法
の
い
ら
ぎ
り
き

五

十

崎

町

稲

田

数

魚

〔
愛
媛
新
聞
社
賞
〕

亦
橋
を
施
餓
売
の
併
の
波
り
行
く

肱

川

町

白

木

み

つ

こ

環
境
緑
地
で
は

水
着
撮
影
会

約100人が参加した水着撮影会
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i引全机川れ問問お凱踊もい抽も犠禽 ) ;E詰担七立2詑竺笠E?誇さ笠主紅
ぷふ、れあい:会会館では、次のとおり

ヂキ種展示会を開催L"Iす。ご近所

お誘い合わせ、ぜぴご鑑賞くださ
、ゐ、v

小学生夏休み
作品展

各小学校児t'I¥の皆さんが夏休み

期間中にナ苗いた手会両や、エイ乍など

約200点の作品が)長示されますc

【期間) 9 月 7 日 ~12 日(月曜日

休館:午前 9時~午後日寺)

【場所】ふれあい会館ギャラリー

永井恭平民
ヌト;膨画展

長浜の永井恭平さんが野鳥など

を木板に彫り、美しい色づけをし

て作製された木彫画、約30点が贋

不されます。

E期間】 9月14日-19日(月曜日

休館:午前 9時~午後 5時)

【場所]ふれあい会館ギャラリー

木村喜久男氏
写真展

長浜の木村喜久男さんが、町内

の神社仏閣を撮影された荘厳な写

真、約40点が展示されます。

【期間】 9 月 21 日 ~29 日(月曜日

休館:午前 9時~午後 5時)

E場戸所斤】-ふふsふ、れあい会館ギギ-ヤラリ一
3手.

j事業主の皆さんへ
9月は「障害者雇用促進月間」

で寸。障害者向方を 人でも多ぐ

j邑片jしましょう。

高齢者のHをハローワークの紹

介で雇用された場合は、助成金が

支給されますのでご活用ください。

なお、詳しくはお気軽にハロー

ワ」ク(大洲公共職活安定所)ま

でお問い合わせくださし」

ハローワーク大洲

'B24-3191 

交通事故、詐欺、脅しなどの犯

罪の被害に遭い、警察や検察斤に

訴えたが、教察'1';がその事件を起

吉斥してくオνしなし〉 ・・ーこのような巧τ

満をお持ちの方のために検察審査

会があります。お気軽にご相談く

ださい。費用は無料で、秘密ほ堅

くJ、下られます}

Eお問い合わせ1大洲検察審査会

事務局(大洲市大洲八四五松山地

方裁判所大洲支部内:晋 24 - 2 

o 3 8 )まで。
調羽碑f押収型担割宇融持臨現招待問説法話器恥::':-::~:::S鴇樟臨

里高齢者の人権問題に
露関する12時間電話相談

~松山法務局~

【相談内容I高齢者の扶養、介護、
独居、社会参加等、高齢者の人権

問題に関するあらゆる相談(無料-

秘密厳守)

E日時】 9月30日(木)午前 9時

~午後 9時

【電話番号]フリーダイヤル

o 1 20-0 2 5 - 5 5 0 
【相談担当者】弁護士や併侶、教

育斉等多種の経験を持つ人権擁護

委員、法務~J職日
諸政務盟国担君臨調主語版記:::::::::~::訳語翻謹話題臨話臨按掛

語大事な契約や遺書
警 などは公正証書{こ

10月 1~ 7日は日正誼週情U です

公証役場をご存知ですか。公証

役場では、当事手その依頼によわ、

金銭の貸借、イ4副長の売買・賃貸、

損害賠償や思謝料の支払し、など、

各種の契約存(公正証書)を作成

しています。公 lトチ証言には、判決

書と同様に差し押さえや取り立て

の動力!Jミあります。遺言台ニも公証

役場で作成しておくと、家妊裁判

所の検認とい弓下読を受けるこ jて

なく効力が認めらえLます。その他、

会社の設立めための定款や私辛苦"J上

高;の認証、確半H付ーの付与などの

事務を行っています。

法律行為の確実をなすためには、

公正証書を作成したり、認証を受

けることをお勧めしますの

公証役場では、いつでも公正証

書に関しての法律相談を行ってお

り、相談は無料ですむ

Eお問い合わせ1八幡浜公証投場

(干796-8002八幡浜市広瀬 1- 7 

6 : ~0894-22-2070) まで。
臨m~・::::::~~~::::~:::::::::~::::羽詔詩持活時期軒:::~::.~:::::~:晶玉園::::・:克明詔掛

露畠賠費探険の期醸切札・
露かけ諒れはないですか

~運輸省四国運輸局

愛媛陸運支局~

白動車損害賠償責任保険・共治

(11寸コゆる自賠責)は、{f一間100万

人を超える交通事故の被害者の方

に支払われていることをご存知で

」すカミ。

増え続ける交通事故。国民のだ

れもが交通事故の被害者にも加古

者仁もなる可能性があります。 ド

ライパ一一人ひとりが、より一層

の安全運転を心がけることが必要

です。

なお、無似1;食(.1111:共済)車の逆

行は、 ドライノベーの基本マナ』に

反するばかりでなく、罰則の対象

にもなります。特に車険制度のな

いバイク、原動機イ寸2;白 l伝車は

「期限切れJiフう、tt主れJにこ、注意
く/どさい。

あ
な
た
の
バ
イ
ク
は
大
丈
夫
?

ム日団日'ーー干IJ : 
l-一山小です~長浜町立図書館~j

.書名 著者 1
LJ虐待 保坂沙 j
:0公平でない世の中を ; 
愉しく生きる智恵 ! 

主i-~)( オく -i 
:0 身のでA もよだっ
l 世界残丙告昔ぱなし

山良弘、こt' 
食べる j舌d生保 育柳 i手~:nr~ ; 
1 0ぜったし、効くドク夕、ミ ' 

;u干高けし、 J二 l
: _=f:婦の友干上編;
: 0')サイク Yレ牛乳パッケで : 

: {乍る平日寸、牧1 1 
勝 芳子;

.同箇同園圃圃圃剛周胃胃冒司司圃'圃圃圃圃園町皿欄田幡町周圏構圃・ m ・R 司』



~扇亀戸袋隠怯

~~恋諭個ぽ窃以官官
ロ 65識になったと雪 ・6・・・・・一一・.0"......G・ー・・・・・・・…・…・・ー・・・著書害基礎年金

国民年金の保険料を納めた期間または保険料を納めることを免除された期間の合計

が原則として25年以上ある方ガ受けられます。

希望すれば60歳から受けること(繰よげ受給)もできますガ¥いろいろな制約ガあ

ります。

-障害者になったとき 0'. .一一… ..00Q..'''..''. 0一。.....0.0' 一障害基礎寧金

国民年金加入中、あるいは20歳前の病気やケガガ原因で¥ー定以上の障害ガ残った

場合に受けられますc

z央を亡くし、 子が事長されたとき …........ "一…・ ・・・選豊富襲基礎年金

国民年金加入中¥あるいは老齢基礎年金を受給していた万ガ亡くなって、あとに残

された妻こ¥子(18蔵になって最初に3月31日を迎えるまでの子、または国民年金j去

に定められた障害の状態にある20歳未満の子)ガいる場合に受けられます。

白定額保険料にブラ

国R年金の定額保険料に400円の付加保険料を納めた方ガ受けられま言。

白老齢基礎生金を受~t事前!こ亡ぞ弘った央に替わって …璽矯年金

第1号被保険者こして老齢基礎年金を受けるのに必要な期間を満たした夫ガ¥何等

ガの基礎年金を受ける前に亡くなってしまった場合で¥その夫と10年以よ連れ添った

60歳以上65歳未満の奥さんガ受けられます。

国民主匹金か年金を望号{すないうちに亡〈むったら ・@・・露亡一時金

第1号被保険者として由民年金保険料を3年以上納めた方ガ¥国民年金から何も受

ないままに亡くなった場合にその遺族の方に支払われます。

8 



i ましを なだたほ言たけうた〈ま正寸の遊ほそをとはに
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4治記ふ災事歩ミ? わしれ 0 た れかはまJ:と2- '';;きん 、ん 、/.:.ままぐにt， 0 は!
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ご返済中の金融機関{こて、 受吋を
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三三 地球をとりまくオゾン層は、太陽光に含まれる紫外線の

聾うち有害なもの (UV悶 8)の大部分を吸収し、わたしたち

宝生物を守っています。しかし、南栂のオゾンホ ルが昨年、

霊過去最大規模になるなど、フロンなどの化学物質により、

車オゾン層の破壊が起こっていますり 9月は「オゾン層保護

主主対策推進月間」です。この機会にオゾン層を保護するため

芸のフロンの回収などについて、考えてみましょう。

調オゾン層とはどういうものですか?

瓦圃1大気中のオゾン川は土L、その崎約90σ川(
伊も|いますO この成層圏オゾンが、通常「オゾン層」と呼ばれています。

るのですか?

直地1".に到計る出紫外線が増加します o こングの刈)
べや〉動![i'J同阿4物勿の生]態Z古E系に悪影響を及ぼす?恐止れがあるのでで、すっ

盟国
1瓦iオゾシ同壊物質は、分子航塩素また品計刷出崎定な開で、アロンと|川る
ゆも ICFC (クロロフルオロカーボン)、 HCFC(ハイドロクロロフルオロカーボン)や、ハロン、臭
化メチルなどがあります。

がありますか?

ゾン層が破壊されるとどう

ン橿破壊物質にはどんなも

の

どのようなものに使われているのですか?

瓦lCFC、HCFCは冷蔵庫やルームエアコンなどの輔、ハロンは消火設備の消火剤、臭化似メチ刊jルL
岬屯|土壌の殺虫.殺菌などにイ使史われています。このうちハロンは、 1993年末に、 CFCは1995年末に、
生産がゴモ!発されています。また、臭化メヂルは20(H年末に生産を全廃するこ左が;1.とまっています。

E 
証明日用L吋製品のなかに使われているフ口ンが大気中に放出され さらに オ山;
f攻史する可能i七口Jもあります O オソゾ守ン層を守るためにj消肖賀者としては、どんなとこ乃でブロンが使わ
れといるかを知って、フロンを使用している機砕を廃棄する際にはフロンの同収に協力しましょ

っυ

できることは?保護するためにわたしたちゾン属

フ盟ンfJ¥髄用事批ている主なもの

冷蔵庫の冷媒や断熱材

jレムエアコンの冷媒
力 エアコンの冷媒

食品などの冷凍冷蔵用の冷媒

空調設備の冷媒

部品の洗浄剤

(〉令媒=冷却に用いる熱媒体)

@家寵

@商活

@ビJレ
@工場

カニズムオゾン層轍壊。》

ミぐ光線
オ
ソ
ノ
バh

) Lノ

10 

加盟問ヤ長
対流圏

南
極
上
空
で
は
、
ー
ス
1
十
一
月
ご
ろ
に
成
層
圏
オ
ゾ

ン
の
霊
が
蓄
し
く
滅
り
、
{
八
の
あ
い
た
よ
う
に
低
濃

度
の
領
域
が
生
じ
る
た
め
、
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
と
呼
ば

れ
る
。



L
E
T
Sタ
吻
寺
シ
グ

生
活
改
善
一
つ
く
し
ヴ
ル

i
プ

ツ
ナ
の
段
々
寿
司

(
一
五
×
一
五
叩
流
し
函
一
個
分
)

章程「一て二二二二一一 1容
はり J出岬き !ツす澗こ米料
炊方・ ゆ泊みし砂ツナし ん 〕

く〕酒 う りよ糖ナの酢 ぶ

三・ りんう(ふ
十斗ト ゆ缶 r')

JJ~ ラ 言吉;ウ λ
前夕、 λ 大)け
に泊 タミ大ささ 五
f売 ささじじ 0 大
し、 じじ - I さ 三:

一一// 七じ A カ
水 適二一杯杯二二→ 0-0 、ソ
に 量 f岡本弱弱杯杯-fly じc杯 cm プ

一
代
表
者
増
田
春
香

一

色

五

七

|
O
四
O
六

つ
け
て
お
く
c

rツ
ナ
の
ふ
り
か
け
を
作
ブ
Q

0

・
:
ツ
ナ

を
ボ
1
ル
に
入
れ
、
分
量
の
調
味
料
を

加
え
中
火
で
底
か
ら
か
き
混
ぜ
る
(
水

分
が
な
く
な
る
ま
で
)
(
水
分
が
な
っ

く
な
っ
た
ら
ザ
ル
に
あ
げ
て
細
か
く
す

る
c

(

冷
殻
庫
一
」
保
存
す
れ
ば
一
か
月

持
つ
。
向
ご
飯
に
か
け
て
も
よ
い
。
)

小
川
ノ
此
飯
器
に
の
の
米
曹
と
分
量
の
こ
ん
ぶ
、

出
を
入
れ
、
普
通
の
水
加
滅
で
炊
く
c

⑤
き
ゅ
う
り
は
小
口
切
り
か
ら
薄
切
り

に
し
、
塩
少
々
で
も
ん
で
水
気
を
絞
る
わ

⑤
卵
は
と
き
ほ
ぐ
し
て
塩
、
酒
各
少
々

記譲
葉宅診

理マc

lie 

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、

N
H
K
を

定
年
退
職
さ
れ
た
日
野
先
生
夫
妻
が
地

元
に
窯
を
持
た
れ
て
ご
指
導
い
た
だ
く

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
活
動
を
始
め
、
も

う
-
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
り

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
の
で
す
が
、
五
月

に
は
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
初
め
て
の
作

品
展
を
き
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
っ
会

場
は
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
大
勢
の

比
自
主
ん
に
副
て
い
た
だ
き
感
激
し
ま
し

を
加
え
、
薄
焼
き
卵
を
作
る
。
荒
熟
が

と
れ
た
ら
細
切
り
に
す
る
。

⑤
一
③
い
か
炊
き
あ
が
っ
た
ら
、
十
j
十
五

分
蒸
ら
し
、
す
し
め
し
を
作
る
。

⑦
流

L
自
に
⑤
の
す
し
め
し
の
一
/
三

長
を
広
げ
て
半
ら
に
な
ら
し
強
く
押
す

(
フ
ラ
イ
返
し
等
で
)
。
上
か
ら
ツ
ナ
の

ふ
り
か
け
半
量
を
ふ
り
、
残
h

り
の
す
し

め
し
の
一
/
二
量
を
乗
せ
て
同
様
に
押

す
。
そ
の
上
に
き
ゅ
う
り
を
全
体
に
散

ら
し
、
残
り
の
す
し
め
し
を
乗
せ
て
同

様
に
押
す
。
一
番
上
ト
ド
残
り
の
ツ
ナ
を

ふ
り
錦
糸
卵
を
ま
ん
べ
ん
な
く
乗
せ
る
。

ま
な
板
な
ど
で
重
石
を
す
る
。

③
流
し
阿
か
ら
取
り
山
し
、
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
切
る
。

た。
陶
芸
は
、
習
え
ば
習
う
ほ
ど
奥
が
あ

り
、
深
み
が
あ
り
ま
す
。
手
作
り
だ
け

に
径
着
も
鴻
き
、
二
つ
と
な
い
器
が
生

ま
れ
た
と
き
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
す
c

ま
た
、
食
卓
に
飾
れ
ば
料
理
一
の
昧
も
一

段
と
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
も
っ

と
上
子
に
な
れ
ば
、
次
の
作
品
民
と
共

に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
も
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
む

現
在
会
員
は
寸
五
人
で
す
が
、
今
後

も
地
域
の
皆
さ
ん
と
明
る
く
楽
し
い
ふ

れ
あ
い
の
輸
を
広
げ
、
よ
り
よ
い
作
品

を
作
り
、
心
に
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
空

聞
を
持
ら
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
c

同
芸
に
興
味
の
あ
る
方
、
遠
慮
な
く

ご
連
絡
く
ど
き
い
。

〔
代
表
者
〕
肢
辺
ス
7
子
「
下
須
戒
-

E
五一一

O
八
八
八
)

門
練
習
日
時
〕
毎
月
常
一
・
第
三
全
曜

日
(
午
後
七
時

i
九
時
)
、
士
曜
日

(
午
後
一
昨
j
三
時
ま
た
は
午
後
ヒ
昨

j
九
時
)

{
練
習
場
所
〕
大
和
窯
(
下
須
戒
・
日

野
増
雄
先
生
宅
)

{
会
員
〕
臼
野
増
雄
、
日
野
都
美
子
、

L
L

出
、
つ
め
か
、
井
内
相
一
下
、
河
内
問
p

ト
J

、

下
回
静
子
、
瀬
川
昌
子
、
西
百
字
子
、

岸
本
匡
一
件
一
美
、
松
田
益
子
、
栢
版
文
子
、

恒
出
政
成
、
波
辺
ス
マ
子

望号
主ち
言蓮が
主命降、

書む

左
右
の
拾
を
比
べ
て
み
て

く
だ
さ
い
〔
)
6
つ
の
速
い

が
あ
り
ま
す
ヘ

大和窯間芸グループの皆さん

一11
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J
R
海
岸
田
り
で
乾
杯
1

ー
ピ
l
ル
列
車
ツ
ア

1
1

七
月
十
六
は
、
二
十
一
一
-
目
、
一
二
十
日
、

八
月
六
日
の
四
回
に
わ
た
り
、
長
浜
1

松
山
間
で
ピ

l
ル
列
車
が
組
行
さ
れ
た
。

J
R
四
割
が
、
予
護
縄
海
市
町
い
り
純

の
利
用
促
進
者
凶
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ

の
催
し
は
、
咋
年
に
続
き
二
凶
日
。
十

六
日
午
校
六
時
四
十
五
分
、
今
年
初
の

ツ
ア
l
客
約
五
十
人
が
長
渋
駅
に
降
り

立
ち
、
町
小
向
上
観
光
の
関
係
者
を
代
去

し
て
、
笹
田
智
商
工
会
副
会
長
か
ら
花

束
が
贈
呈
さ
れ
た
c

参
加
苫
ら
は
、
駅
前
に
設
け
ら
れ
た

潮
の
か
お
り
と
史
跡
を
訪
ね
て

ー
第
三
岡
龍
馬
ク
ル

l
ジ
ン
グ
ー

じ
月
二
十
凶
日
、
「
第
三
阿
龍
馬
ク

骨
骨アーノ

ザ

A
V
レ
f
]

斗
l
J

4v

一一又
中ル
μ
」

古
A
f
化
た

D
ふ
M
E
衣
A
Z
 

百
聞
ム
宮工寓阿

国川目什世

特
芦
口
山
山
叩
売
コ
ー
ナ
ー
で
の
買
い
物
や
、

赤
矯
見
守
、
抽
選
会
な
ど
を
楽
し
ん
だ

没
、
午
後
七
料
バ
ト
六
分
、
川
氏
み
放
題

の
ピ

1
ル
が
待
つ
松
山
行
き
の
列
車
に

乗
り
込
み
長
浜
駅
を
徒
に
し
た
。

西田町長の出発前の挨拶を聞く参加者

ル
ー
シ
ン
グ
日
凋
戸
内
一
が
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
龍
馬
フ
ァ
ン
、
γ
親
子

迫
れ
な
ど
約
二
百
六
十
人
が
ポ
/
/
加
し
た
。

こ
れ
は
、
近
代
円
本
の
誕
生
に
命
を

か
け
た
龍
馬
と
当
町
と
の
深
い
関
わ
り

を
再
認
識
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
よ
う
と
元
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
三
同
日
一
〉

参
加
者
は
、
長
浜
港
を
川
地
と
し
て

交
易
し
て
い
た
蒸
気
船
「
い
ろ
は
九
」

と
関
わ
り
の
あ
る
広
島
県
福
山
市
輔
の

浦
を
訪
ね
、
い
ろ
は
丸
展
示
館
、
対
潮

楼
を
比
円
子
~
J

帰
前
川
は
「
し
ま
な
み
海
道
一

十
一
通
り
、
瀬
戸
内
海
の
素
附
ら
し
い
示

色
を
満
円
、
し
な
が
ら
楽
L
い
一
円
必
過

こ
し
之
。

柔
ら
か
い
感
性
と

発
想
を
町
政
に

ー
女
性
団
体
町
政
志
談
会
1

七
月
三
十
日
、
町
体
育
館
で
「
久
性

団
件
町
政
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
女
性
の
も
つ
来
ら
か
い
感

性
と
発
想
を
町
政
仁
反
映
し
よ
う
と
、

長
浜
町
女
性
閉
体
連
絡
協
議
会
が
実
施

し
た
も
の
で
、
町
内
九
つ
の
女
性
団
体

か
ら
約
一
一
十
人
が
参
加
し
た
一
に

会
で
は
、
百
刊
町
長
に
よ
る
「
町
散

が
抱
え
お
諸
問
題
に
つ
い
て
」
と
坦
し

た
基
調
話
一
回
が
行
わ
れ
た
問
、
全
員
で

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
の
参
加
者
は
、

高
齢
社
会
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

重
要
わ
や
、
環
境
炊
け
一
備
、
施
凱
一
似
の
有
効

刊
肝
な
ど
に
つ
い
て
、
ぞ
札
ぞ
れ
の
ア

イ
デ
ア
合
出
し
合
っ
て
い
た
。

一
熟
れ
ト
マ
ト
九
探
り
す
る
畑
仕
事

伊

東

縄

部
衣
吾
し
父
子
良
く
限
し
背
格
好

津

田

株

一
今
年
こ
ぞ
車
染
め
h

耐
火
手
を
と
ほ
す

一

玉

川

隆

則

(
一
人
間
の
家
広
々
と
梅
雨
寒
し

一

中

戸

川

千

代

子

↑
楽
し
げ
に
課
内
円
し
浴
止
の
娘

一

久

保

茂

十
雑
草
仁
負
け
じ
と
育
勺
芳
一
野
菜

一

亀

岡 11 高

3雨量
俳肩
会己主
11 竺竺」

幸

一
様
増
田
成
揮
さ
ん
機

一

j

j

ふ

農

林

水

雇

大

臣

賞

捌

一

1

!

始
一
郎
ー
愛
媛
県
し
い
た
け
共

E
l
附

摺
一
五
片
二
卜
一
一
川
、
松
山
市
で
行
わ
れ

T

広
一
明
一
た
え
び
め
フ
ォ
レ
ス
ト
フ
エ
ス
タ
'
何

回
一
に
お
い
で
、
愛
媛
叩
し
い
た
け
共
岳
会

世
一
が
開
催
き
れ
ま
し
た
。

た
一
一
そ
の
中
で
行
わ
れ
た
し
い
た
吋
川
一
計

一
一
一
会
で
、
豊
茂
の
増
田
成
虎
さ
ん
が
み
ご

耕
一
し
」
長
林
水
崖
太
臣
賞
、
を
受
賞
さ
れ
ま
し

同
一
た
。
な
い
ね
、
今
回
の
入
賞
者
は
次
の
と

計

一

お

り

で

す

(

敬

称

川

町

¥

一

琳
一
門
農
林
水
産
大
臣
賞
〕

一
期
出
成
虎
(
豊
茂
-
ほ
行
本
の
部
)

μな
み
の
海
道
に
見
る
一
円
台
の
花

宮

田

鼠

職
退
き
て
妻
は
じ
め
て
の
胡
瓜
収
る

谷

本

一

善

客
の
来
て
げ
を
開
け
放
す
更
院
敷

津

田

恒

香

浴
衣
着
て
犬
と
二
人
の
タ
の
曙

津

田

市

川

子

朝
露
に
濡
れ
て
鮮
や
か
茄
子
の
紺

桐

凶

恵

美

子

入
院
の
荷
に
民
へ
ら
る
る
開
叩
き

古

河

左

木

芳

朝
間
の
海
見
て
ト
マ
ト
ほ
お
直
り
ぬ

(

呂

凶

節

子

浴
衣
縫
い
子
等
の
帰
省
を
母
詐
て
り

中

同

心

貞

↓ナ子

h

林
野
庁
長
官
賞
]

中
嶋
正
一
戸
柴
・
泊
物
香
信
)

〔
知
事
寅
一
等
〕

一
山
小
田
勝
敏
(
豊
茂
・
箱
物
F
Y
2
)
)

宮
本
増
憲
一
応
川
・
特
送
こ
っ
}
ニ

義

12 

賞状を受けられる増田成虎さん



〔
知
事
賞
二
等
]

村
上
一
意
(
櫛
生
・
和
物
と
ん
こ
)

政
組
恭
一
一
(
豊
茂
・
円
相
物
五
百
信
)

徳
山
千
八
郎
(
戒
川
・
特
選
ど
ノ
ど
)
)

〔
知
事
賞
一
ニ
ロ
一
寸
〕

一
山
辺
キ
ヨ
下
(
豊
茂
・
箱
物
こ
う
ミ
)

一
一
州
事
賞
奨
励
賞
〕

柏
針
公
信
(
豊
茂
・
特
選
香
信
)

内
閣
ポ
森
連
会
長
官
軒
力
賞
]

付
上
一
害
門
戸
山
刊
生
・
特
選
こ
う
こ
)

料

黒

田

進

さ

糊

M

W

F

文
部
大
臣
表
彰
一
向

繍
;
弛
方
翌
日
行
政
の
発
展
に
榔

斡
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
j

鮒

七
月
十
六
日
、
点
京
都
で
開
催
さ
れ

たん
k
H市
町
村
教
育
委
員
会
教
育
長
会

議
の
府
と
、
長
浜
町
技
育
委
員
会
教
育

委
員
巨
の
黒
田
准
さ
ん
(
長
浜
・
七
三
)

は
、
教
育
行
政
向
上
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
、
地
方
教
育
行
政
功

労
骨
と
し
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

曜

日

晶

、

)

鈴

の

一

ト

U

の
よ
う
に
き
れ
い
に
、
そ
し
て
お
姉
ち
ゃ
ん
と
一

函

円

U

E

2

v

円
昌
明
同
じ
“
t
p
f
y
付
け
た
か
っ
た
の
て
ま
と
名
付
け
ま
一

越

親

臨

し

た

一

遍

瞳

ん

μ分
の
意
詳
し
一
つ
ゆ
り
と
号
、
人
の
気
持
ち
の
分
一

盟

嗣

臨

や

か

る

心

の

r

ヤ
一
躍
懇
Ju

軽

γ
ミ
ー
璽
れ
一

一

ニ

ち

わ

い

い

た

の

一

~

欝

L
J
H一
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六
時
半
に
な
る
と
ラ
ジ
オ
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
を
そ
こ
そ
こ
に
上
げ
、
体
操
の
歌
を

高
ら
か
に
歌
い
、
元
気
に
体
操
す
る
姿

は
頼
も
し
い
限
り
な
の
で
す
が
、
あ
と

五
分
だ
け
・
・・
の
ゆ
と
り
が
許
さ
れ
な
い

日
々
、
と
い

っ
た
よ
う
な
夏
で
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
夏
は
雨
が
多
く
、
心
配

し
て
い
た
と
お
り
、

全
国
各
地
で
多
く

の
尊
い
命
が
水
の
事
故
の
犠
牲
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

パ
ッ
と
し
な
い
話
題
ば
か
り
が
口
を

つ
い
て
出
て
き
ま
す
が
、
気
が
つ
く
と

す
ぐ
そ
こ
に
は
爽
や
か
な
秋
。
気
を
取

り
直
し
て
今
一
度
踏
ん
ば
り
ま
し
よ
か

ー
っ
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
(
や
)

訂
正
・:
本
紙
八
月
号
十
六
ペ

ー
ジ

の
長
浜
嵐
の
記
事
中
、
戦
争
記
念

日
は
終
戦
記
念
日
、
消
失
は
焼
失

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫

び
し
ま
す
。

今を去る76年前の1923年大正12年

9月 1目、午前日時58分、マグニチュー

ド7.9の関東大震災が発生。震源は、

相模湾西部の地下28kmの地点であっ
守ー，、ー。

三浦半島 ・房総半島は隆起し、内

l陵地方は沈下した。全壊全焼家屋は5
75，594戸。半壊半焼家屋は126，233戸

に遼し、死者は91，344人、行方不明1

3，375人を数え、被害総額は、当時の

お金で65億円といわれている。 被 害

の大きかった東京本所被服廟跡に建

てられた震災記念堂では、この日慰

霊祭が行われる。国ではこの震災の

日を 「防災の日」と定め、災害に対

する意識の高揚に務めている。

マグニチュード 8といえば、広島

原爆のエネルギーの約 1万倍に当た

ることを思うと 、日 頃の災害 に対す

る備 えを忘れではならなし、。 地 震 に

伴って起こる津波の被害にも関心を

高め、海岸地域の対応策も樹立した

い。地震 国日本にとって、特に耐震

策樹立は圏全体の緊急課題であろう 。

「災害は忘れた頃にやって来る」の諺

をかみしめ、防災意識を高揚しよう 。

高齢化・少子化の傾向は、日本の

盛衰に関わることであるということ

を思い、早急な対策を求めたい。 9

月15日の敬老の日は、 1966年(昭和4

1年)、今から33年前に制定された祝

日である 。 老人福祉の充実と敬老精

神の啓蒙を趣旨としているが、福祉

施設の貧弱さは、国民の福祉に反す

る。国は市町村へ資金を交付し、充

実策を推進し、国民の真の福祉充実

を図ってほしし、。 その時はじめて敬

老の日の趣旨に沿えよう 。

長浜町は、他の市町村に先んじて

福祉充実の実践に総力を注ぎ、福祉

施設と行政充実の先進地として全国

に先駆けて福祉行政の模範地区と な

り、高齢者の福祉充実に泌進され、

町民の誇りとしてほしい。

人口・世帯数のうごき

7月末現在 宵す月とoコ上ヒ!f!x:

10，045人 16人減

A 口 (男 4，740人) (男3人減)
女 5，305人 女13人減

世帯数 3，642世帯 1 -1並帯増

沖内長黒大長松 出
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